
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

第 6回学協会長会議 資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時  平成 24年 5月 23日 

12時 30分から 13時 30分 

 

開催場所  幕張メッセ国際会議場 302号室 

（〒261-0023千葉市美浜区中瀬 2-1） 

 

 



 



 

 

第 6回学協会長会議次第 

 

 

 

１．日本学術会議の近況報告 

 

２．理工系学協会連絡会（５／１８）報告 

 

３．学協会公益法人化について 

 

４．国際ジャーナルについて 

 

５．その他 

 



 

名簿 

団体会員学協会 

NO 学会名 代表者 ご出席者 

1 日本宇宙生物科学会 会長 大西武雄 
  

2 日本応用地質学会 会長 千木良雅弘 
  

3 日本温泉科学会 会長 西村進 
  

4 日本海洋学会 会長 花輪公雄 
  

5 特定非営利活動法人 日本火山学会 会長 中田節也 
  

6 形の科学会 会長 松岡篤 
  

7 日本活断層学会 会長 島崎邦彦 
  

8 社団法人 日本気象学会 理事長 新野宏 
  

9 日本鉱物科学会 会長 大谷栄治 
  

10 日本国際地図学会 会長 星埜由尚 
  

11 日本古生物学会 会長 間嶋隆一 
  

12 日本沙漠学会 会長 豊田裕道 
  

13 資源地質学会 会長 秋山義夫 
  

14 社団法人 日本地震学会 会長 平原和朗 
  

15 日本情報地質学会 会長 西脇二一 
  

16 日本水文科学会 会長 田瀬則雄 
  

17 水文・水資源学会 会長 椎葉充晴 
  

18 生態工学会 会長 大政謙次 
  

19 生命の起原および進化学会 会長 三田肇 
  

20 石油技術協会 会長 和佐田演愼 
  

21 社団法人 日本雪氷学会 会長 中尾正義 
  

22 日本測地学会 会長 福田洋一 
  

23 大気化学研究会 会長 植松光夫 
  

24 日本堆積学会 会長 伊藤慎 
  

25 日本第四紀学会 会長 遠藤邦彦 
  

26 日本地学教育学会 会長 牧野泰彦 
  

27 地学団体研究会 会長 大塚勉 
  

28 日本地下水学会 会長 嶋田純 
  

29 日本地球化学会 会長 吉田尚弘 
  

30 地球電磁気・地球惑星圏学会 会長 家森俊彦 
  

31 日本地形学連合 会長 田村俊和 
  

32 日本地質学会 会長 宮下純夫 
  

33 日本地熱学会 会長 松永烈 
  

34 地理科学学会 会長 岡橋秀典 
  

35 社団法人 日本地理学会 理事長 荒井良雄 
  

36 日本地理教育学会 会長 矢ケ﨑典隆 
  

37 地理教育研究会 理事長 小林汎 
  

38 一般社団法人 地理情報システム学会 会長 吉川眞 
  

39 社団法人 東京地学協会 会長 松田時彦 
  

40 東北地理学会 会長 杉浦直 
  

41 土壌物理学会 会長 波多野隆介 
  

42 日本粘土学会 会長 井上厚行 
  

43 日本農業気象学会 会長 岡田益己 
  

44 社団法人物理探査学会 会長 内田利弘 
  

45 日本陸水学会 会長 岩熊敏夫 
 

46 陸水物理研究会 会長 徳永英二 
  

47 社団法人日本リモートセンシング学会 会長 六川修一 
  

48 日本惑星科学会 会長 渡邊誠一郎 
  

 



 

--------- 

2012年大会概要   （5/22現在） 
--------- 

 

■開催：2012年 5月 20日(日)～25日(金)）6日間   

幕張メッセ 国際会議場 

 

■主催：公益社団法人日本地球惑星科学連合 

 

■団体会員：48学協会 
日本宇宙生物科学会  

日本応用地質学会  

日本温泉科学会  

日本海洋学会  

日本火山学会  

形の科学会  

日本活断層学会  

日本気象学会  

日本鉱物科学会  

日本国際地図学会  

日本古生物学会  

日本沙漠学会 

資源地質学会  

日本地震学会 

日本情報地質学会 

日本水文科学会 

水文・水資源学会  

生態工学会  

生命の起原および進化学会  

石油技術協会  

日本雪氷学会  

日本測地学会  

大気化学研究会  

日本堆積学会 

日本第四紀学会  

日本地学教育学会  

地学団体研究会  

日本地下水学会  

日本地球化学会  

地球電磁気・地球惑星圏学会  

日本地形学連合  

日本地質学会 

日本地熱学会  

地理科学学会  

日本地理学会  

日本地理教育学会 

地理教育研究会  

情報システム学会  

東京地学協会  

東北地理学会  

土壌物理学会  

日本粘土学会  

日本農業気象学会  

物理探査学会  

日本陸水学会  

陸水物理研究会  

日本リモートセンシング学会  

日本惑星科学会 

 

■協賛：日本サンゴ礁学会、日本大気電気学会、日本高圧力学会、日本天文学会 

 

■後援：43団体 

 

■開催セッション数：177 (2011年 174、2010年 167、2009年 134、2008年 135、2007年 134） 

U: ユニオンセッション 7(*2) [2011年 9(*5)、2010年 4（*1）] 

O: パブリック（一般公開プログラム）4 [2011年 4 (*0)、2010年 4 (*0)] 

P: 宇宙惑星科学   26(*13) [2011年 22(*8) 、2010年 27 (*5) ] 

A: 大気海洋・環境科学 22(*5)[2011年 20(*4)、[2010年 22（*5）] 

H: 地球人間圏科学  20(*8)[2011年 22(*6) 、2010年 17（*4）] 

S: 固体地球科学   60(*6)[2011年 61(*11) 、2010年 58 (*11)] 

B: 地球生命科学   10(*2)[2011年 10(*3) 、2010年 9（*2）] 

G: 地球惑星科学総合 5[2011年 5(*0) 、2010年 4（*0）] 

M: 学際・広領域   23(*6)[2011年 21(*4)、2010年 4（23（*4））] 

※ (*)内数字は、国際セッション 42セッション 

[2011年 41セッション、2010年大会合計 32セッション、2009年 9セッション] 

 
 

■投稿件数  ：3876件  

（2011年 4044件）（2010年 3686件）（2009年 3088件）(2008年 3218件)（2007年 3121件） 

・口頭発表   1975 （2011年 2354件）(2010年 2090)（2009年 1732）（2008年 1766）（2007年 1687） 

・ポスター発表 1901（2011年 1685件）(2010年 1596)（2009年 1356）（2008年 1452)（2007年 1434） 
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■事前参加登録者状況：2747  （2011年 2913、2010年 2741、2009年 2248） 

会員種別 券種 一般 教員 院生 シニア 学部生 高校生 合計 

会員 1 日券 272 15 124 0 4 0 415 

会員 全日程 1482 17 632 17 22 1 2171 

大会会員 1 日券 54 2 11 0 3 0 70 

大会会員 全日程 67 0 13 0 11 0 91 

合   計  1875 34 780 17 40 1 2747 

 

■当日来場者数速報：4440 （5/22現在、出展関係者、金環日食イベント関係者除く） 

登録カウンター来場者数：3643 

 

会員種 券種 一般 教員 院生 シニア 学部生 高校生 合計  

事前 会員 一日 174 12 79   1   266 2196 

事前 会員 全日 1256 14 516 13 17 1 1817 

事前 非会員 一日 37 1 5       43 

事前 非会員 全日 50   11   9   70 

当日 会員 一日 296 6 106 3 6   417 1316 

当日 会員 全日 618 4 182 13 16   833 

当日 非会員（ID 有） 一日 24   3       27 

当日 非会員（ID 有） 全日 28   9 2     39 

当日 非会員（ID 無） 

 

131 

     

131 131 

合計 2614 37 911 31 49 1 3643 3643 

 

総合案内来場者数：797 

 

一般 教員 院生 シニア 学部生 高校生 プレス 会合 合計 

20 日パブリックセッション 200 6 1 3 1 190   401 

高校生発表登録（概算） 

     

180   180 

ジオパーク登録（概算） 120 

     

  120 

上記指定以外パブリック登

録 80 6 1 3 1 10 

  

101 

    

27 265 

 

70 34 396 

合計 200 6 1 30 266 190 70 34 797 

 

※出展関係来場者：351 

 
 

■団体展示       ：43ブース（2011年 44、2010年 48、2009年 43） 
 

■大学インフォメーションパネル：13ブース（2011年 11、2010年 10、2009年 5、2008年 12） 
 

■書籍出版（関連商品）：29ブース（2011年 26、2010年 26、2009年 28、2008年 20） 
 

■パンフレットデスク  ：8ブース（2011年 11、2010年 9、2009年 11、2008年 11） 
 

■学協会エリア 個別デスク ：10ブース（2011年 10、2010年 12、2009年 9、2008年 8） 
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大気海洋・環境科学セクションの改称について 
 
これまで、連合理事会、学協会長会議等でご報告してきましたように、本案件について昨年、当セク

ションでは、セクションで扱っているサイエンスをより 適切に表現するために、「大気海洋陸水・環境
科学セクション」への名称変更を理事会に提案しましたが、連合理事会としては「より総称的な名称

を模索するのが連合全体の方向性である」、「国際対応等でより詳細な分野の名称が必要な場合は、サ

ブセクション制を導入すべきである」と言う結論になりました。そのため、当セクションでは１年間

をかけて、総称的な名称の可能性について名称検討ワーキンググループを設置・検討し、その後、セ

クションボードで検討しました。その結果、次の結論を得ましたので、ここに報告させていただくと

ともに、セクション名称の変更およびサブセクションの設置について提案致します。 

セクション名の提案：当セクションボードの総意として「大気水圏科学セクション（Atmospheric and 
hydrospheric sciences section）」を提案します。同時にサブセクション制を設置し、当初は、大 気、
海洋、陸水、雪氷、環境のサブセクションを置くことを提案します。 

2012年 5月 20日	
 セクションプレジデント 中島映至 
 
○ 参考資料 
・これまでの各段階の議論で様々な名称案がでましたが、そのなかで、次の名称が特筆すべき候補案

として絞り込まれました。この中からセクションボードで議論した結果 総意として「大気水圏科学セ
クション」を第一候補としました。 
大気水圏科学セクション、気水・環境科学セクション、地球表層圏科学セクション、表層流体圏科

学セクション 
 
・現在（５月８日付け）、当セクション所属の会員が所属する主要な学協会に本提案に関するご意見を

問い合わせています：水文・水資源学会、日本雪氷学会、大気化学研究会、日本地球化学会、日本地

質学会、日本地下水学会、日本水文科学会、日本第四紀学会、日本地理学会、日本陸水学会、日本リ

モートセンシング学会、地球電磁気・地球惑星圏学会、日本農業気象学会、日本堆積学会、日本地形

学連合、東京地学協会、日本古生物学会、日本サンゴ礁学会、日本大気電気学会、土壌物理学会、陸

水物理研究会 
 
・AGU、EGUの区分 

AGU：Atmospheric Sciences, Biogeosciences, Geodesy, Geomagnetism and Paleomagnetism, 
Hydrology, Planetary Sciences, Seismology, Space Physics and Aeronomy, Tectonophysics, 
Volcanology, Geochemistry, and Petrologyのセクションの他に、Atmospheric a & Space Electricity, 
Cryosphere Sciences, Earth and Planetary Surface Processes, Earth and Space Science 
Informatics, Global Environmental Change, Mineral & Rock Physics, Natural Hazards, 
Near-Surface Geophysics, Paleoceanography & Paleoclimatology, Societal Impacts and Policy 
Sciences, Study of the Earth's Deep Interiorの Focus groupがある。 

EGU ： Atmospheric Sciences,Biogeosciences,Climate: Past, Present & Future,Cryospheric 
Sciences,Earth Magnetism & Rock Physics, Energy, Resources and the Environment, Earth and 
Space Science Informatics, Geodesy,Geodynamics, Geosciences Instrumentation and Data 
Systems, Geomorphology,Geochemistry, Mineralogy, Petrology & Volcanology,Hydrological 
Sciences, Natural Hazards, Nonlinear Processes in Geosciences, Ocean Sciences, Planetary and 
Solar System Sciences, Seismology, Stratigraphy, Sedimentology and Palaeontology, Soil System 
Sciences, Solar–Terrestrial Sciences,Tectonics and Structural Geology の divisionがある。 
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